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本日の次第

１ 開会

２ 委員のご紹介

(1) 委員のご紹介

(2) 役員の改選

３ 大阪狭山市水循環計画の改定について

４ 施策カルテの情報共有について

５ その他

(1) 今年度の水循環計画に係る活動報告

P.2



１ 委員のご紹介について P.3

（１）委員のご紹介

（２）役員の改選



２ 大阪狭山市水循環計画の改定について P.4

『水循環基本法』は、水に関
する法律や担当省庁が細分
化され、相互の連携が難しく
なっていたことから、水に関して
総合的かつ一体的に対応す
る法律として制定されたもの

『水循環基本計画』は、水
循環基本法に基づき、水循
環施策の総合的・計画的な
推進を図るため策定。
情勢の変化を勘案等し、お
おむね５年ごとに見直し
（水循環政策本部で案文
を作成し、閣議決定）

『流域水循環計画』は、水
循環基本計画に基づき、
健全な水循環のための流
域マネジメントの普及と活
動の活性化を図っていく取
組みの一つとして、全国の
自治体が策定する水循環
に関する計画のこと

(1) 水循環基本法と流域水循環計画



２ 大阪狭山市水循環計画の改定について P.5

新たな水循環基本計画において「重点的に取り組む主な内容」

今後おおむね５年間は、主に以下の取組に重点を置いて取組を推進

１．代替性・多重性等による安定した水供給の確保

２．施設等再編や官民連携による上下水道一体での最適で持続可能な上下水道への再構築

３．2050年カーボンニュートラル等に向けた地球温暖化対策の推進

４．健全な水循環に向けた流域総合水管理の展開



２ 大阪狭山市水循環計画の改定について

(2) 新たな水循環基本計画の概要

P.6

【背景・課題】

◆ 令和６年能登半島地震時では、水インフラが甚大な被害を受け、飲料水だけでなく生活用水の
確保が課題

◆ 被災地の一部では、地下水や湧水、雨水が活用されるなど、代替水源の重要性を再確認

① 代替性・多様性等による安定した水供給の確保



２ 大阪狭山市水循環計画の改定について

① 代替性・多様性等による安定した水供給の確保

P.7

【新たな基本計画における取組例】

R7大阪狭山市防災フェスタで展示した水循環型シャワー

◆ 災害時の拠点となる避難所や病院など重要施設
に係る上下水道管の耐震化等を一体で推進する
など、水インフラの耐震化を推進

◆ 早期復旧を実現する上下水道一体となった災害
復旧手法を構築

◆ 非常時に地下水、雨水等を代替水源として有効
活用

◆ 雨水も利用できる水循環型シャワーなどの災害対
応上有効と認められる新技術の活用を推進



２ 大阪狭山市水循環計画の改定について P.8

【背景・課題】

◆ 人口減少に伴う収入の減少、老朽化施設の増大などの課題解決に向け、上下水道一体での
基盤強化が必要

◆ 気候変動の影響が顕在化しつつある現状を踏まえ、カーボンニュートラルの実現に向けた取組が
必要

下水道管の布設年度別管理延長

② 施設等再編や官民連携による上下水道一体での最適で持続可能な
上下水道への再構築



２ 大阪狭山市水循環計画の改定について P.9

【新たな基本計画における取組例】

（※）ウォーターPPPとは・・・
令和5年6月2日に内閣府が発表した「PPP/PFI推進アクションプラン」においてその位置づけが明記された新たな官民連携
方式の1つです。 持続的な上下水道の管理運営のためには、これらの課題（担い手の減少・施設の老朽化・収入の減少）
への対応が必要です。その課題を解決する取組の一つとして民間のノウハウ・創意工夫を活用する「ウォーターPPP」が位置付け
られ、地方公共団体で導入検討が進められています。

◆ 地域の実情を踏まえて、上下水道施設等の広域化を推進
するとともに、分散型システムを活用

◆ カーボンニュートラルの視点も踏まえ、上流からの取水等の施
設配置の最適化を推進

◆ DX技術導入等によるメンテナンスの効率化を推進

◆ 上下水道一体のウォーターPPP（※）等による官民連携
を推進

② 施設等再編や官民連携による上下水道一体での最適で持続可能な
上下水道への再構築



２ 大阪狭山市水循環計画の改定について P.10

【背景・課題】
◆ 大雨の発生頻度は増加する一方で、無降水日も増加しており、雨の降り方が極端化。
世界規模で異常気象が発生し、大規模な自然災害が増加。

◆ 二酸化炭素排出量の削減は急務

◆ 一部の流域では、官民連携の下、流域一体でカーボンニュートラルを目指す取組を実施

③ 2050年カーボンニュートラル等に向けた地球温暖化対策の推進



２ 大阪狭山市水循環計画の改定について P.11

【新たな基本計画における取組例】

ダムの運用高度化

◆ 流域一体でのカーボンニュートラルに向けた取組
みを推進

◆ 全国の各種ダム等のインフラを最大限活用し、
DXの導入や流域の関係者の連携による最適な
水管理を徹底し、官民連携による水力発電の最
大化等を推進

◆ 上下水道施設等施設配置の最適化（上流から
の取水、汚水処理の集約や施設の統廃合）によ
る省エネルギー化を推進

◆ 森林の整備や保全による温室効果ガスの吸収源
対策を推進

◆ 渇水対策や治水対策などの適応策を推進

③ 2050年カーボンニュートラル等に向けた地球温暖化対策の推進



２ 大阪狭山市水循環計画の改定について P.12

【背景・課題】

◆ 水循環に関する課題は様々で、地域の特性・特徴も異なるため、地域の実情に応じた水循環の在
り方が重要

◆ 流域マネジメントの実施に当たっては、治水のみならず、水利用及び環境の各目的においても、流域
のあらゆる関係者が協働した総合的な取組を行うことが重要

④ 健全な水循環に向けた流域総合水管理の展開



２ 大阪狭山市水循環計画の改定について P.13

【新たな基本計画における取組例】

流域総合水管理の考え方（イメージ）

◆ あらゆる関係者により、 AIやデジタル技術などを活
用して、流域治水、水利用、流域環境の保全等に
一体的に取り組み、「水災害による被害の最小化」、
「水の恵みの最大化」、「水でつながる豊かな環境
の最大化」を目指す「流域総合水管理」を各流域
の特性を踏まえつつ、全国へ展開

◆ 地方公共団体等が流域内での水循環に係る課題
や水循環施策を定める流域水循環計画に流域総
合水管理の考え方を取り入れられるよう、有識者と
なる水循環アドバイザーの派遣や手引の改定など
により支援

④ 健全な水循環に向けた流域総合水管理の展開



２ 大阪狭山市水循環計画の改定について

（3）大阪狭山市水循環計画の現状

P.14

○ 計画策定 令和５年３月策定

○ 計画の期間 令和5年から令和14年までの10年間

➡次回の中間見直しに向けて、令和８年度から準備を進めていく予定です。

○ 未来の姿を実現するために、市民、民間
団体や事業者などとの連携や協働などに
よって、今ある水循環を次世代に継承し
ながら、効果的、効率的に各種事業が
推進できるような取組みや考え方を示し、
水循環に関する既存計画や実施中の施
策などとの整合に留意しつつ、連携が取
れるよう推進します。



３ 施策カルテの情報共有 P.15

取り組み状況の確認・共有（施策カルテによる進捗共有）

８つの施策における取組みの課題について（効果的な実施のために）

１．治 水

水資源の持つ多面的な要素を最大限に活用するための取組み２．利 水

３．教 育

流域治水により、効果的に浸水被害を低減するための取組み

健全な水環境の理解・関心を深める水環境教育を推進する取組み

幅広い関係者が、水循環活動に参加しやすくなる広報・周知に関する取組み４．広 報

５．生態系

６．景 観

７．観 光

８．ｺﾐｭﾆﾃｨ

身近な水辺の生態系をまちづくりに取り入れ、生物多様性を保全する取組み

ため池や農業用水路、河川の魅力を再認識しながら、快適な水辺景観を創出
する取組み

狭山池や農産物など本市の水を活かした観光を通じて、まちの魅力をPRする
取組み

水関連イベントなどの水辺空間を活かしたにぎわいの場を創出する取組み



４ その他

(1) 今年度の水循環計画に係る活動報告

P.16

① 大阪狭山市水循環学習会（来年度は名称変更予定）

◆令和７年８月23日に第４回大阪狭山市水循環学習
会を開催しました。

◆前年度の講師のご紹介でお越しいただき、講話やパネル
ディスカッションといった形で本市の水循環について学習する
会になっています。

◆今年も８月１日の『水の日』の近くで開催する予定です。


